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行
政
情
報

石巻霊園返還墓所申込受付開始

１．申請書配付および受付期間
　１２月５日（月）～平成２９年３月31日（金）
　午前９時～正午、午後１時～4時
　（土日・祝日、12月29日（木）～1月3日（火）を除く）
※申請書受付順に墓所を選定していただきます。
※全ての区画が決まり次第、受付終了となります。
２．申請書配付および受付場所
　市役所３階環境課
※総合支所および支所での申請書の配付・受け付けは行いません。
※郵送による申請書の配付・受け付けは行いません。
３．申込資格
　①申請時において市内に３カ月以上住所を有する方で、墓所の祭

し者
　②焼骨を有する方（死体（胎）埋・火葬許可証または焼骨の埋・収

蔵事実の確認書が必要です）。ただし、東日本大震災で遺体が発
見されずに死亡認定を受けられたご遺族は申し込みができます。

４．使用許可区画数および使用料

５．注意
　石巻霊園における返還墓所のみの供給であり、石巻第二霊園一
般墓所および個別集合墓所の申し込みはできません。
※返還墓所とは、一度使用許可を受け、使用された墓所で、他の墓地

への改葬等により、市へ返還された墓所のことをいいます。
問　環境課（内線3365）

　

長
い
間
、市
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
た
自
治
功
労
等
6
部
門
89

人
・
1
団
体
の
方
々
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　
（
受
賞
者
）※
敬
称
略

【
自
治
功
労
】

戸
田　
勇
也（
現 

市
行
政
委
員
）

津
久
家　
勇（
現 

市
行
政
委
員
）

村
山　
　
繁（
現 

中
里
第
一
町

内
会
会
長
）

田
畑　
　
守（
元 

羽
黒
町
町
内

会
副
会
長
）

針
生
の
ぶ
子（
元 

羽
黒
町
町
内

会
総
務
部
長
）

吉
田　
卓
雄（
元 

三
軒
屋
東
町

内
会
防
犯・防
災・交
通
安
全

部
長
）

山
﨑　
正
美（
現 

上
大
街
道
第

一
町
内
会
副
会
長
）

庄
司　
捷
彦（
元 

泉
町
町
内
会

会
長
）

佐
々
木　
弘（
元 

日
和
三
丁
目

町
内
会
衛
生
部
長
）

櫻
井
與
四
郎（
現 

中
里
第一町

内
会
副
会
長
兼
福
利
厚
生

部
長
）

佐
藤　
　
匡（
現 

住
吉
町
町
内

会
衛
生
部
長
）

横
江　
英
二（
現 

開
北
町
内
会

事
務
長
）

阿
部　
初
夫（
現 

開
北
町
内
会

副
会
長
）

小
山　
武
義（
元 

大
橋
町
内
会

事
務
長
）

関
谷　
　
卓（
現 

駅
前
親
交
会

副
会
長
）

阿
部　
　
稔（
現 

吉
野
県
住
光

和
会
総
務・厚
生
部
長
）

亀
山　
勝
雄（
現 

大
宮
町
行
政

区
副
会
長
）

阿
部　
明
美（
現 

浜
松
町
行
政

区
会
計
）

内
海　
德
雄（
現 

祝
田
二
区
行

政
区
副
区
長
）

髙
橋　
勇
三（
現 

祝
田
二
区
行

政
区
監
査
）

伊
東　
孝
志（
現 

祝
田
二
区
行

政
区
幹
事
）

今
野　
素
男（
現 

谷
地
町
内
会

衛
生
部
副
部
長
）

今
野　
美
徳（
現 

新
谷
地
前
町

内
会
心
和
会
交
通
部
長
）

伏
見　
昌
吾（
現 
沖
行
政
区
会

計
監
査
）

【
保
健
衛
生
功
労
】

紫
桃　
正
裕（
現 

学
校
医
）

小
野　
伸
彦（
現 

学
校
歯
科
医
）

丹
野　
佳
郎（
現 

学
校
薬
剤
師
）

佐
藤　
節
子（
現 

市
保
健
推
進
員
）

【
統
計
功
労
】

亀
井
ヒ
ロ
子（
現 

市
統
計
調
査
員
）

亀
山　
園
江（
現 

市
統
計
調
査
員
）

佐
々
木
恵
美（
現 

市
統
計
調
査
員
）

志
賀
野
典
子（
現 

市
統
計
調
査
員
）

鈴
木
美
智
子（
現 

市
統
計
調
査
員
）

渋
谷　
勝
夫（
現 

市
統
計
調
査
員
）

【
都
市
整
備
功
労
】

錦
町
錦
老
会
公
園
愛
護
会

【
社
会
福
祉
功
労
】

北
川　

禮
子（
現 

民
生
委
員
・

児
童
委
員
）

木
村
ふ
み
子（
現 

民
生
委
員
・

児
童
委
員
）

大
内　
　

勲（
現 

民
生
委
員
・

児
童
委
員
）

横
江　

京
子（
現 

民
生
委
員
・

児
童
委
員
）

安
達
ま
き
子（
現 

民
生
委
員
・

児
童
委
員
）

菊
地　

邦
夫（
現 

民
生
委
員
・

児
童
委
員
）

角
張
芙
美
子（
現 

民
生
委
員
・

児
童
委
員
）

後
藤
千
賀
子（
現 

民
生
委
員
・

児
童
委
員
）

甲
谷　
泰
成
（
現 

主
任
児
童
委
員
）

小
野
寺
照
子（
現 

民
生
委
員
・

児
童
委
員
）

木
村　

寅
吉（
現 

民
生
委
員
・

児
童
委
員
）

鈴
木　

正
敏（
現 

民
生
委
員
・

児
童
委
員
）

本
木　

孝
承（
現 

民
生
委
員
・

児
童
委
員
）

鈴
木　

絹
江（
現 

民
生
委
員
・

児
童
委
員
）

阿
部　

武
治（
現 
民
生
委
員
・

児
童
委
員
）

末
永　
　

晋（
現 

民
生
委
員
・

児
童
委
員
）

菅
原
よ
し
ゑ（
現 

民
生
委
員
・

児
童
委
員
）

千
葉
み
つ
子（
現 

民
生
委
員
・

児
童
委
員
）

辻　
る
み
子（
現 

民
生
委
員
・

児
童
委
員
）

佐
々
木
喜
藏（
現 

保
護
司
）

小
野
﨑
秀
通（
現 

保
護
司
）

小
野
寺
雅
典（
現 

保
護
司
）

三
春　
　
弘（
現 

保
護
司
）

辻　
　
淳
童（
現 

保
護
司
）

那
須
野
六
男（
現 

保
護
司
）

内
海
美
奈
子（
現 

保
護
司
）

坂
本　
顯
範（
現 

保
護
司
）

福
村　
　
勉（
現 

保
護
司
）

村
上　
優
治（
現 

保
護
司
）

【
治
安
功
労
】

遠
田
か
よ
子（
現 

市
消
防
団
部
長
）

遠
藤　
徹
也（
現 

市
消
防
団
部
長
）

髙
橋　
輝
夫（
現 

市
消
防
団
部
長
）

岡　
喜
久
男（
現 

市
消
防
団
部
長
）

阿
部　
　
仁（
現 

市
消
防
団
部
長
）

佐
藤　
一
彦（
現 

市
消
防
団
部
長
）

近
藤　
　
誠（
現 

市
消
防
団
部
長
）

荒
川　
祐
治（
現 

市
消
防
団
部
長
）

今
野　
正
和（
現 

市
消
防
団
部
長
）

小
山　
泰
徳（
現 

市
消
防
団
部
長
）

渡
邊　
宏
紀（
現 

市
消
防
団
部
長
）

及
川　
　
努（
現 

市
消
防
団
部
長
）

大
壁　
欣
也（
現 

市
消
防
団
分

団
長
）

渡
辺　
信
明（
現 

市
消
防
団
分

団
長
）

遊
佐　
智
規（
現 

市
消
防
団
副

分
団
長
）

阿
部
あ
や
子（
現 

市
防
犯
協
会

連
合
会
石
巻
支
部
山
の
手
分

会
婦
人
部
長
）

中
西　
文
夫（
現 

市
防
犯
協
会

連
合
会
石
巻
支
部
北
分
会
防

犯
実
働
隊
員
）

庄
司　
　
征（
現 

市
防
犯
協
会

連
合
会
石
巻
支
部
釜
大
街
道

分
会
防
犯
実
働
隊
員
）

今
野　
　
忍（
現 

市
防
犯
協
会

連
合
会
石
巻
支
部
釜
大
街
道

分
会
防
犯
実
働
隊
副
隊
長
）

阿
部　
良
七（
現 

市
防
犯
協
会

連
合
会
石
巻
支
部
釜
大
街
道

分
会
防
犯
実
働
隊
班
長
）

遠
藤　
　
明（
現 

市
防
犯
協
会

連
合
会
石
巻
支
部
釜
大
街
道

分
会
防
犯
実
働
隊
副
隊
長
）

佐
々
木　
進（
現 

市
防
犯
協
会

連
合
会
石
巻
支
部
釜
大
街
道

分
会
防
犯
実
働
隊
員
）

星　
　
晴
之（
現 

市
防
犯
協
会

連
合
会
石
巻
支
部
渡
波
分
会

防
犯
実
働
隊
員
）

後
藤
は
る
子（
現 

市
防
犯
協
会

連
合
会
石
巻
支
部
蛇
田
分
会

婦
人
部
班
長
）

日
野　
庄
二（
現 

市
防
犯
協
会

連
合
会
河
南
支
部
鹿
又
分
会

防
犯
実
働
隊
員
）

齋
藤　
貞
和（
現 

市
防
犯
協
会

連
合
会
河
南
支
部
鹿
又
分
会

防
犯
実
働
隊
員
）

問　
秘
書
広
報
課

　
　
（
内
線
４
０
１
４
）

多
年
に
わ
た
る
功
績
を
た
た
え
て

～
平
成
28
年
度
石
巻
市
市
政
功
労
者
表
彰
式
～

11
月
6
日
㈰
、遊
楽
館
か
な
ん
ホ
ー
ル

※墓碑の制限については、申込実施要領をご確認ください。

区画面積 区画数 使用料
４㎡ １３区画  ９４，６００円
５㎡ ４区画 １３３，１００円
６㎡ １９区画 １７８，２００円
９㎡ ４区画 ３３３，３００円
１２㎡ １１区画 ５３４，６００円

給
付
金
の
お
知
ら
せ

●
障
害・遺
族
基
礎
年
金
受
給
者

向
け
給
付
金

対
　
象　
臨
時
福
祉
給
付
金
対

象
者
の
う
ち
、障
害・遺
族
基
礎

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

※
た
だ
し
、次
の
方
は
対
象
外

で
す
。

・
高
齢
者
向
け
の
給
付
金
を
受

●
臨
時
福
祉
給
付
金

対
　
象　
市
民
税（
均
等
割
）が

課
税
さ
れ
な
い
方

※
た
だ
し
、次
の
方
は
対
象
外

で
す
。

・
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
方

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

給
付
額　
1
人
３
千
円

給
さ
れ
た
方

給
付
額　
1
人
３
万
円

申
請
期
限　
い
ず
れ
も
平
成
29

年
1
月
20
日
㈮

問

申
・
　
臨
時
福
祉
給
付
金
専

　
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
90－

８
０
４
３
・
90－

８

　
０
４
４

就
学
援
助
制
度

今
月
は
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
月
で
す

　
経
済
的
な
理
由
か
ら
小
中
学

校
に
子
ど
も
を
就
学
さ
せ
る
こ

と
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
保
護

者
に
対
し
て
、就
学
に
必
要
な

経
費
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度

で
す
。

対
　
象

　

保
護
者
の
世
帯
全
体
が
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
、経
済
的
な

援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
世
帯

①
生
活
保
護
を
停
止
ま
た
は
廃

止
さ
れ
た

②
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減

免
さ
れ
て
い
る

③
固
定
資
産
税
や
個
人
事
業
税

が
減
免
さ
れ
て
い
る

④
国
民
年
金
の
保
険
料
の
減
免

を
受
け
て
い
る

⑤
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
ま

た
は
徴
収
の
猶
予
を
受
け

て
い
る

⑥
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
る

⑦
生
活
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け

を
受
け
て
い
る

⑧
世
帯
員
全
員
の
合
計
収
入
が

著
し
く
低
い
等
の
事
情
が

あ
る

　
ま
た
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

①
家
屋
が
半
壊
以
上
の
被
害
を

受
け
た

②
原
子
力
発
電
所
の
事
故
か
ら

避
難
し
て
き
た

③
解
雇
等
に
よ
り
著
し
く
収
入

が
減
っ
て
い
る

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

申
・
　

各
小・中
学
校

　
　
　
　
市
教
育
総
務
課

　
　
　
　
（
内
線
５
０
１
７
）

　
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
で
全

部
支
給
者
お
よ
び
一
部
支
給
者

に
つ
い
て
、８
月
か
ら
11
月
ま
で

の
４
カ
月
分
を
12
月
9
日
㈮
に

指
定
の
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

問　
子
育
て
支
援
課

　
　
（
内
線
2
5
1
2・2
5
1
3
）

　
　
各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

市報 いしのまき3
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※
住
民
持
ち
込
み
に
よ
る
食
品

等
の
放
射
性
物
質
の
簡
易

検
査
お
よ
び
空
間
放
射
線

簡
易
測
定
器
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
環
境
課

　
　
（
内
線
３
３
６
６
）

　
12
月
9
日
㈮
午
後
3
時
頃

問　
危
機
対
策
課

　
　
（
内
線
４
１
５
８
）

福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
に
よ

る
放
射
線
の
影
響

　
除
染
等
が
必
要
と
な
る
空
間

放
射
線
量
は
、毎
時
0・23
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
定
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。市
内
で
放
射
線

量
の
測
定
を
行
っ
た
結
果
、測

定
地
点
の
全
て
で
、健
康
に
影

響
を
与
え
る
よ
う
な
数
値
は
検

出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

（単位:ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ/時）■空間放射線量の測定結果
測定箇所 測定結果 測定期間

市立小学校、市立中学校、市立高等学校（敷地） 0.05～0.09 10/4～10/24
市立保育所、私立幼稚園、私立保育園（敷地） 0.05～0.08 10/4～10/25
公共施設等（ホットスポット調査） 　0.05～0.10 10/3～10/20
牡鹿地区集落 0.05～0.17 10/4～10/17

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

の
ご
案
内

火
災
事
故
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

家
屋
の
修
繕
状
況

調
査
を
実
施
し
ま
す

冬
期
間
の
除
雪・

融
雪
対
策

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
等
か
ら

灯
油
を
小
分
け
す
る

際
に
は
ご
注
意
を
！

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

家
屋
を
取
り
壊
し
た

方
は「
家
屋
滅
失
届
」を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
高
校
・
大
学
等
に
入
学
・
在
学

す
る
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
を

対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度

で
す
。（
お
子
さ
ん
一
人
に
つ
き

350
万
円
以
内
・
返
済
期
間
15
年

以
内
）

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
で
は
、

現
在
、特
定
被
災
区
域
に
お
住

ま
い
の
方
で
、り
災
証
明
書
等
を

受
け
て
い
る
方
を
対
象
と
し
て
、

金
利
引
き
下
げ
等
の
災
害
特
例

措
置
を
実
施
し
て
い
ま
す
。詳
し

く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問

申
・
　

　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０

－

０
０
８
６
５
６

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
石
巻
支
店

　

☎
94

－

１
２
０
１

問　
市
学
校
教
育
課　

　
　
（
内
線
５
０
２
８
）

　

ガ
ス
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
、ス
プ

レ
ー
缶
を
空
き
缶
と
し
て
出
し

た
り
、使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
を
燃

や
せ
る
ご
み
や
燃
や
せ
な
い
ご
み

の
中
に
入
れ
て
集
積
所
に
出
さ

れ
る
と
、収
集
車
の
中
で
破
裂
・

発
火
し
、車
両
火
災
等
の
重
大

事
故
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

ガ
ス
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
、ス
プ

レ
ー
缶
、使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
を

集
積
所
へ
出
す
際
は
、分
別
を
徹

底
し
、必
ず
中
身
を
使
い
切
っ
て

か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ガ
ス
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
や
ス
プ

レ
ー
缶
は
、指
定
日
に
黄
色
の
コ

ン
テ
ナ
ボ
ッ
ク
ス
へ
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

　
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
は
、有
害

ご
み
の
日
に
個
別
に
指
定
袋
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
廃
棄
物
対
策
課

　
　
（
内
線
３
３
７
５・３
３
７
６
）

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

家
屋
に
対
し
て
、り
災
判
定
の
被

害
の
程
度
に
応
じ
た
固
定
資
産

税
等
の
軽
減
措
置
を
行
って
い
ま

す
。家
屋
を
修
繕
し
た
場
合
に

は
、そ
の
修
繕
状
況
に
よ
り
、軽

減
割
合
を
見
直
し
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。今
回
、修
繕
状
況
の

把
握
を
す
る
た
め
、「
家
屋
の
修

繕
状
況
調
査
」を
実
施
し
ま
す
。

提
出
方
法

　

調
査
の
対
象
者
の
方
に
郵
送

さ
れ
る「
被
災
家
屋
修
繕
状
況

申
告
書
」に
記
載
の
上
、同
封
し

た
返
信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。

問　
資
産
税
課

　
　
（
内
線
３
１
１
５・３
１
１
６
）

　

市
で
は
、冬
期
間
、市
が
管
理

し
て
い
る
道
路（
市
道
等
）に
つ

い
て
、主
に
交
通
量
の
多
い
幹
線

道
路
で
の
除
雪
・
融
雪
作
業
を

行
って
い
ま
す
。

　

日
常
利
用
し
て
い
る
道
路
の

除
雪
作
業
に
つ
い
て
は
、皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、融
雪
剤
を
配
布
し
て
い

ま
す
の
で
、必
要
な
場
合
は
、ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

一
般
家
庭
の
ホ
ー
ム
タ
ン
ク

や
事
業
所
の
タ
ン
ク
か
ら
灯
油

等
の
油
類
が
漏
れ
出
し
、河
川
へ

流
出
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
等
か
ら
灯
油

を
小
分
け
に
す
る
時
は
絶
対
に

そ
の
場
か
ら
離
れ
な
い
！

目
を
離
さ
な
い
！

　

皆
さ
ん
の
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や

給
油
管
は
破
損
し
て
い
ま
せ
ん

か
？
も
う一度
点
検
し
、事
故
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
流
出
し
た
油
の
回
収
や
処
理

に
か
か
っ
た
費
用
は
、原
因
者

の
負
担
に
な
り
ま
す
！

　

一
人
ひ
と
り
が
注
意
し
て
豊

か
な
自
然
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問　
北
上
川
水
系
、江
合
川
及

　
び
鳴
瀬
川
水
系
水
質
対
策

　
連
絡
協
議
会

　
　
事
務
局　
北
上
川
下
流
河

　
　
川
事
務
所

　
　
☎
94

－

９
８
５
２

　
　
市
環
境
課（
内
線
３
３
６
９
）

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、12

月
１
日
㈭
現
在
の
住
民
基
本
台

帳
に
基
づ
き
新
た
に
登
録
し
た

選
挙
人
名
簿
を
縦
覧
し
ま
す
。

と
　
き

　
12
月
３
日
㈯
～
７
日
㈬

　
午
前
８
時
３0
分
～
午
後
５
時

と
こ
ろ

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

※
土
日
の
縦
覧
は
、事
前
に
連

対
　
象　

　

今
年
の
１
月
２
日
以
降
に
所

有
し
て
い
る
家
屋
を
取
り
壊
し

た
方

※
提
出
し
な
い
場
合
、来
年
度

の
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

提
出
方
法

　
資
産
税
課・各
総
合
支
所・各

支
所
窓
口
に
備
え
付
け
の
届
出

用
紙
に
記
入
の
上
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、住
宅
の
一
部
を
取
り

壊
し
た
方
や
用
途
を
変
更（
住

宅
か
ら
店
舗
へ
の
変
更
等
）し
た

方
も
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
資
産
税
課

　
　
（
内
線
３
１
１
６・３
１
１
７
）

　
　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

問　仙台法務局石巻支局　☎22-6188
　　 市総務課（内線４０４０）

行
政
情
報

国民健康保険の喪失届忘れていませんか?
　国保加入者が会社の社会保険等、国保以外の健康
保険に加入した場合には、国保の喪失手続きが必要で
す。喪失手続きをしないと国保は加入したままとなり、保
険税も課税されたままとなります。
○喪失手続きに必要なもの
・社会保険証の写し、印かん、身分証明（免許証等）、マイ
　ナンバー
※郵送も可能です。詳しくは、問い合わせください。
問　保険年金課（内線2347）
　　 各総合支所市民生活課・各支所

守られていますか？あなたの人権
人権擁護委員はあなたのまちの身近な相談パートナーです！

市の人権擁護委員　24人（敬称略）
石巻地区 河北地区 河南地区 北上地区

大國　龍笙
髙橋　壽枝
佐藤　彰子
田中　憲夫
阿部　慶吾

　馬場　務
北川　禮子
浮津　由巳
鈴木みどり

浮津　康逸
三浦　直人
日野ゆう子

 渥美　佳子
佐々木慶一郎
 木村　孝禅

那須野六男
阿部　　悟

雄勝地区  桃生地区 牡鹿地区

佐藤　正道
阿部　清隆

　新田　義雅
 千葉　秀子
 米谷智惠子

木村　龍子
岡田　　伸

狩
猟
期
間
の
お
知
ら
せ

管
財
課
か
ら「
業
者

登
録
」の
お
知
ら
せ

農
業
者
年
金
経
営

移
譲
年
金
を
受
給

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

資
源
物
の
持
ち
去
り

は
条
例
に
よ
り
禁
止

で
す
！

防
災
ラ
ジ
オ
テ
ス
ト
放
送

　

11
月
15
日
㈫
～
平
成
29
年
２

月
15
日
㈬
は
狩
猟
期
間
で
す
。

　

狩
猟
者
が
期
間
中
に
狩
猟
を

行
い
ま
す
の
で
、き
の
こ
採
り
や

森
林
作
業
等
で
山
に
立
ち
入
る

場
合
は
、ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
帽
子
等
、

目
に
つ
き
や
す
い
衣
服
等
を
着
用

し
、十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、災
害
の
影
響
等
で
山
が

崩
れ
て
い
る
場
所
も
あ
り
、危
険

で
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
農
林
課（
内
線
３
５
５
７
）

　
来
年
度
の
競
争
入
札
参
加
資

格
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
し

ま
す
。申
請
期
間
は
来
年
2
月

上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、あ
ら
た
め
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●
建
設
工
事
お
よ
び
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務

（
本
登
録
）

承
認
期
間（
予
定
）

　
平
成
29
年
4
月
1
日
～
平
成

　
３1
年
3
月
３1
日

　
す
で
に
登
録
済
み
の
方
も
、平

成
29
年
3
月
３1
日
で
有
効
期
限

が
切
れ
ま
す
の
で
、新
た
に
手
続

き
が
必
要
で
す
。

●
物
品
購
入
、役
務
提
供
、小

規
模
契
約
希
望
者
登
録

　（
補
充
登
録
）

承
認
期
間（
予
定
）

　
平
成
29
年
4
月
1
日
～
平
成

　
３0
年
3
月
３1
日

　
す
で
に
登
録
済
み
の
方
は
、有

効
期
限
が
平
成
３0
年
3
月
３1
日

ま
で
あ
り
ま
す
の
で
、今
回
申
請

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
管
財
課　

　
　
☎
2３

－

6
6
1
1

　
　
　
2３

－

6
6
1
2

　
経
営
移
譲
年
金
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
が
、農
業
を
再
開
し

た
場
合（
農
地
を
取
得
し
た
り

　
ご
み
集
積
所
に
出
さ
れ
た
古

新
聞
等
の
資
源
物
を
、市
ま
た

は
市
が
委
託
し
た
業
者
以
外
の

人
が
収
集
す
る
こ
と
は
条
例
に

よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
継
続
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
、資
源
物
持
ち
去
り
行
為

者
の
摘
発
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

資
源
物
持
ち
去
り
行
為
を

行
っ
た
者
に
は
、持
ち
去
り
禁
止

を
命
令
し
、そ
の
命
令
に
違
反

し
た
場
合
は
警
察
へ
の
告
発
を

行
い
、罰
則（
20
万
円
以
下
の
罰

金
）を
適
用
す
る
等
、厳
正
に
対

処
し
ま
す
。

　

な
お
、資
源
物
の
持
ち
去
り

行
為
を
発
見
し
た
場
合
は
、ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、直
接
注
意

せ
ず
に
担
当
課
へ
日
時
・
場
所
・

車
両
の
ナ
ン
バ
ー
や
特
徴
等
を

連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
廃
棄
物
対
策
課

　
　
（
内
線
3
3
7
5・3
3
7
6
）

※
原
則
、個
人
所
有
の
私
道
は

除
き
ま
す
。

問

申
・

　
道
路
課（
内
線
５
６
５
５
）

　
施
設
維
持
事
務
所

　
☎
2３

－

０
８
５
０

　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
各
支
所

返
還
を
受
け
た
場
合
や
、農
地

所
有
適
格
法
人（
農
業
生
産
法

人
）の
組
合
員
、社
員
ま
た
は
株

主
に
な
っ
た
場
合
も
含
ま
れ
ま

す
）は
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、後
継
者
に
貸
し
付
け
し

て
経
営
移
譲
し
た
農
地
の
返
還

を
受
け
た
場
合
は
、農
業
の
再

開
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
支
給

停
止
に
な
り
ま
す
。

　

支
給
停
止
の
判
断
は
、受
給

者
一
人
ひ
と
り
の
経
営
移
譲
の

内
容
と
農
地
の
移
動
事
由
等
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。転
用・売
却・

買
収
等
農
地
を
移
動
す
る
予
定

の
あ
る
方
は
事
前
に
農
業
委
員

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　
農
業
委
員
会

　
　
☎
62

－

４
８
２
６

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

申
・

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
内
線
５
８
２
３・５
８
２
４
）
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　行　　　政　
●行政書士相談（要予約）
　  　　   　　19日（月）　午前10時〜午後3時　市役所２階相談室A・B
　　　　　　相続・許認可・会社設立・契約書作成に関することほか
　 申 問・ 　県行政書士会石巻支部　☎22-8471
●行政相談
　　　　　　  6日（火）　午前10時〜正午　桃生総合支所2階会議室
　　　　　　  7日（水）　午前10時〜午後3時　雄勝総合支所仮庁舎
　　　　　　  8日（木）　午前10時〜午後3時　牡鹿総合支所2階研修室
　　　　　　14日（水）　午後  1時〜3時   石巻中央公民館楽屋
　　　　　　16日（金）　午前10時〜午後3時　河北総合支所

　子　ど　も　
●県東部児童相談所（石巻合同庁舎） 18歳未満の子どもに関する相談
　午前8時30分〜午後5時15分（土日・祝日を除く） ☎95-1121
●子育てに関する相談（子育て支援センター）
　午前9時〜午後4時（土日・祝日を除く） ☎94-2366

　介　　　護　
●各地域包括支援センター　※（　）内は担当地区

中央（石巻・中央） ☎21-5171 河北（河北） ☎61-1252
稲井（稲井・住吉） ☎93-8166 雄勝（雄勝） ☎61-3732
蛇田（蛇田） ☎92-7355 河南（河南） ☎86-5501
山下（山下・釜・大街道） ☎96-2010 ものう（桃生） ☎76-5581
渡波（渡波・荻浜） ☎25-3771 北上（北上） ☎61-7023
湊（湊） ☎90-3146 牡鹿（牡鹿） ☎44-1652

　交 通 事 故　
●県交通事故相談（石巻合同庁舎3階県民サービスセンター）
　午前8時30分〜午後4時45分（土日・祝日を除く）　☎95-1411（内線241）
●交通事故に伴う自動車保険請求相談（そんぽADRセンター東北）
　午前9時15分〜午後5時（土日・祝日を除く）　☎0570-022808

　暮　ら　し　
●市民相談センター（市役所2階）
◦市民生活相談　午前9時〜午後5時（土日・祝日を除く）
　市民相談（内線2532）　家庭児童相談（内線2534） 
◦少年相談（内線2533） 午前9時〜午後5時（月･水･木・金曜日）
◦消費生活相談　☎23-5040 午前9時〜午後5時（土日・祝日を除く）
●弁護士による無料法律相談（内線2532・2533）
　13日(火)　かもめ法律事務所　中尾弁護士
　27日(火)　うみかぜ法律事務所　高橋弁護士
　午前10時30分〜午後4時　市役所2階市民相談センター相談室　
　定　員　1日9人〔先着〕　予約受付開始　1日(木)　午前9時
●虐待防止センター（市役所2階）
◦児童、高齢者、障害者の各種虐待相談およびDV相談（内線2535・2538・2539・
　2543）☎23-6614（直通）午前8時30分〜午後5時（土日・祝日を除く）

●無料法律相談会　※予約優先
　と　き　毎週水・土曜日（祝日を除く）午後1時30分〜4時30分
　ところ　石巻司法書士相談センター（鋳銭場５-９いせんばプラザ102号）
　受　付　午前9時〜午後5時（土日・祝日を除く）
　 申 問・ 　石巻司法書士相談センター　☎96-3611
●女性のための面接相談
　　心身不調、人間関係、夫婦問題、DV等のさまざまな問題に無料で応じます。
　と　き　 7日（水） 午前10時30分、午後1時、2時30分　市役所2階相談室B
　　　　　21日（水）　午前10時30分、午後1時、2時30分
　　　　　　　　　　市役所2階市民相談センター内相談室
　定　員　1日3人〔先着〕　※要予約
　担　当　田口 京子（日本フェミニストカウンセリング学会認定カウンセラー）
　 申 問・ 　 地域協働課（内線4234）
●物忘れ相談（包括ケアセンター）
　と　き　13日（火）
　定　員　2件〔先着〕　※要予約
※定員超過の場合は別日に2件まで対応を検討します。
　 申 問・ 　 介護保険課（内線2437）
●法律（弁護士）相談
◦仙台弁護士会石巻法律相談センター （石巻駅前ビル4階 穀町12-18）
　午後1時30分〜4時30分　月〜金曜日（祝日を除く）
　午前10時30分〜午後4時30分　日曜日（祝日を除く）
　震災時被災3県に在住の方は刑事事件・法人を除き全て無料です。
　 申 問・ 　仙台弁護士会法律相談センター　☎022-223-2383
　（受付　午前10時〜午後5時〔先着〕土日・祝日を除く）
※当日の相談予約・キャンセルは直接石巻法律相談センターへ
　午前10時〜午後3時　☎23-5451
●県政に関する相談（石巻合同庁舎3階県民サービスセンター）
　午前8時30分〜午後4時45分（土日・祝日を除く）　☎95-1411（内線241）
●県消費生活相談（石巻合同庁舎3階県民サービスセンター）
　午前9時〜午後4時（土日・祝日を除く）　☎93-5700
●震災に関する裁判所の手続き案内（仙台家庭・簡易裁判所）
　午前9時〜午後5時（土日・祝日を除く）　☎022-745-6090
●農家相談（河北総合支所3階会議室）
　16日（金）　受付開始　午後1時30分
　詳細については、事前に問い合わせください。
※農地法許可申請受付期間　5日（月）〜9日（金）
　 問　農業委員会事務局 ☎62-4826
●年金に関する相談（石巻年金事務所）
・毎週月曜日（休日のときは翌日）は相談時間を午後7時まで延長します。
・休日年金相談  10日（土）　午前9時30分〜午後4時　☎22-5115
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自動車事故被害者の救済制度
　自動車事故で重度の後遺症が残った方や、亡くなられた方

（加害者・被害者を問わず）の家族を救済するための制度です。
・交通遺児等育成資金貸付制度（無利子貸付）
・介護料支給制度
・交通事故被害者ホットライン
 ☎0570-000738（ナビダイヤル）
 申・問　自動車事故対策機構仙台主管支所
　　　　☎022-204-9902（IP電話からは☎03-5909-2961）
東北療護センター入院施設
　自動車事故で脳を損傷し、重度の精神神経障害が継続する状態
にあり、治療および常時の介護を必要とする方の入院施設です。
 申・問　東北療護センター　☎022-247-1171

第６８回人権週間（１２月４日（日）～１０日（土））のお知らせ
　法務省と全国人権擁護委員連合会は、１２月１０日の「人権デー」を最終日とする１週間

（１２月４日〜１０日）を「人権週間」と定め、人権尊重思想の普及高揚のための啓発活動
を全国的に展開しています。
　人権週間中は、人権擁護委員による特設人権相談所を次のとおり開設しますので、お
気軽にご相談ください。　※秘密厳守

【特設人権相談所】
とき・ところ　２日（金）　市役所２階相談室Ａ・Ｂ　 ６日（火）　桃生総合支所２階会議室
　　　　　　７日（水）　雄勝総合支所仮庁舎２階会議室
　　　　　　８日（木）　牡鹿総合支所２階研修室
　　　　　　いずれも午前10時〜午後3時
相談内容　差別、暴行・虐待、セクハラ・パワハラ、いじめ・体罰、名誉棄損・プライバシー
　　　　　侵害等
　　  問　仙台法務局石巻支局　☎22-6188
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